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コミュニケーションは自分を理解することから
始まる

　言葉は，人間同士が理解しあうための意思
伝達の手法の 1つであり，これに表情ある
いはジェスチャーを交えることが自分の意思
や考えを伝えあうことにつながります．しか
し，ときに自分が真意としたことが相手に伝
わらなかったり，逆に意図したように理解さ
れないことも経験するのではないでしょうか．
　特に，臨床の場において，患者さんに理解
していただこうと言葉を重ねてみたものの，
納得した表情を得ることができないことは少
なくないかもしれません．そのようなとき，
“自分の説明が不足していたので理解されな
かった”と思うのが普通であり，多くの場合，
さらに言葉を重ねて説明しようとするもので
す．しかし，人間は無意識のうちに聞いた話
を省略あるいは歪曲して理解することが多
く，しかも，それを一般的事項に当てはめて
解釈するものであることが，本書では述べら
れています．であるからこそ，無意識下にお
ける思考のフィルタには，いくつかのパター
ンがあり，これを整理することでコミュニ

ケーションが飛躍的に向上することが詳しく
記述されています．
　このように，患者さんとのコミュニケー
ションについてもう一度考え直すべき点は
多々あり，本書にはそのための道筋がわかり
やすく，そしてていねいに解説されています．
　本書では，コミュニケーションや問題解
決，目標実現を可能にする心理学の 1つで
ある「NLP（Neuro‒Linguistic‒Program-
ming：神経言語プログラミング）」を基本と
したコミュニケーションの方法について解説
されています．この NLPにおけるコミュニ
ケーションの捉え方は，個人のインスピレー
ションを基本とします．そのなかでは，私た
ちがもつインスピレーションはそれぞれの個
性に基づいたものであることが認識されま
す．つまり，“コミュニケーションには個性
に基づいたいくつかのパターンがある”とい
う考え方がその基礎にあり，その分類は私た
ちがもつ感性に根づいた類型ともいえます．
本当は複雑で奥深い分野の学問であるにもか
かわらず，読み進むにつれて理解が深まるよ
うな構成は，はじめて NLPを学ぶ読者に
とっては（無論私にとっても），とっつきや
すく，直感的に“これは臨床に役立つ本だ”
というイメージを与えることでしょう．
　「NLP」という，歯科医学領域ではあまり
馴染みがない分野を学んだことで臨床が大き
くステップアップすることを著者自身が経験
したからこそ，本書が編まれたという事実が
実感できます．診療技術とともに，コミュニ
ケーション能力を高めることも大切であり，
本書はそれを身につけるための必携の書です．
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